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「
し
な
や
か
で
、
躍
動
感
が
あ
り
、
洗
練
さ
れ
て
い
る
」
。
東
京
純
心
女
子
大

教
授
で
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
奏
者
の
酒
井
多
賀
志
さ
ん
（５４
）
（
東
京
都
八
王
子
市
）

は
、
そ
ん
な
言
葉
で
奄
美
の
島
町
の
魅
力
を
語
る
。
毎
年
、
夏
か
ら
秋
に
か
け
て

鹿
児
島
県

・
奄
美
諸
島
に
滞
在
し
、
地
元
の
喫
熱
と

一
緒
に
な

っ
て
繰
り
広
げ
る

コ
ン
サ
ー
ト
も
、
今
年
で
十
年
目
を
迎
え
た
。

今
月
八
日
、
酒
井
さ
ん
は
同
県
名

瀬
市
の
大
浜
海
浜
公
園
の
広
場
に
立

っ
た
。
哀
感
漂
う
島
唄
の
旋
律
が
打

ち
寄
せ
る
波
の
音
と
重
な
る
。
地
元

の
奏
者
に
よ
る
三
線
や
太
鼓
に

「
西

洋
楽
器
の
女
玉
」
の
別
名
を
持
つ
パ

イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
音
色
が
絡
み
合

い
、
幻
想
的
な
世
界
が
広
が

っ
た
。

「
潮
の
流
れ
の
よ
う
な
オ
ル
ガ
ン

の
音
に
、
心
が
吸
い
こ
ま
れ
る
」
「
島

唄
の
旋
律
と
オ
ル
ガ
ン
の
響
き
が
調

和
し
、
何
回
聴
い
て
も
ぞ
く
ぞ
く
す

る
」
。
演
奏
を
聴
い
た
地
元
の
人
た

ち
の
評
判
だ
。

死
者
を
弔
う
「
い
き
ょ
う
れ
節
」
、

奄
美
を
代
表
す
る
唄
者
、
坪
山
豊
さ

ん
（
７１
）
自
作
の
「
繊
．一帰
っ節

」
「
後
怪
」

「
ワ
イ
ド
節
」
、
祝
い
事
に
欠
か
せ
な

い
「
六

調

」
…
…
。
オ
ル
ガ
ン
の
パ

ー
ト
は
、
酒
井
さ
ん
が
原
曲
の
持
ち

味
を
大
切
に
し
な
が
ら
作
曲
し
た
。

共
演
者
と
し
て
十
年
来
の
付
き
合

い
で
あ
る
坪
山
さ
ん
は

「
酒
井
さ
ん

の
試
み
を
き

っ
か
け
に
、
若
者
た
ち

が
奄
美
島
唄
を
様
々
な
楽
器
で
自
由

に
ア
レ
ン
ジ
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。

島
唄
の
魅
力
を
再
発
見
し
、
可
能
性

を
広
げ
た
功
績
は
計
り
知
れ
な
い
」

と
た
た
え
る
。

♯
…
…
♭

東
京
で
生
ま
れ
、
育
っ
た
。
東
京

芸
大
オ
ル
ガ
ン
科
在
学
中
の

一
九
七

〇
年
、
大
阪
万
博
に
ち
な
ん
で
開
催

さ
れ
た
オ
ル
ガ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
で
最

高
賞
を
獲
得
。
以
来
、
国
内
で
の
コ

，
日
■
●

』■
■
■
Ｆ

ン
サ
ー
ト

ｏ
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
の
車
分

け
的
存
在
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

「
オ
ル
ガ
ン
を
日
本
の
伝
統
音
楽
と

結
び
つ
け
る
こ
と
で
、
外
国
の
楽
器

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
壊
し
た
い
」と
、

尺
八
や
琴
と
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
に
も

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

と
し
た
ら
、
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
と
の

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
が
可
能
で
は
」
と
ひ

ら
め
い
た
。
相
談
を
受
け
た
正
子
さ

ん
も

「
意
外
と
面
白
い
か
も
知
れ
な

い
」
と
思

っ
た
。

九

一
年
夏
。
坪
山
さ
ん
を
訪
ね
、

そ
の
場
で
共
演
話
が
ま
と
ま

っ
た
。

／
り
」

じ

σ

一二

坪
山
さ
ん
④
と
コ
ン
サ
ー
ト
前
の
リ
ハ
ー
サ
ル
を
す

る
酒
井
さ
ん

（
今
月
８
日
、
鹿
児
島
県
名
瀬
市
で
）

初
公
演
は
九
二
年
十
月
、
東
京
で
。

九
五
年
九
月
に
は

「
里
帰
リ
コ
ン
サ

ー
ト
」
と
銘
打
ち
、
奄
美
大
島
で
の

初
演
を
実
現
さ
せ
た
。

♯
…
…
♭

五
十
歳
で
車
の
免
許
を
取
得
す
る

と
、
軽
ワ
ゴ
ン
車
を
購
入
。
夏
に
な

る
と
、
荷
室
に
特
注
の
イ
タ
リ
ア
製

デ
ジ
タ
ル
式
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
を
積

み
込
み
、
フ
ェ
リ
ー
を
利
用
し
、
奄

美
大
島
や
徳
之
島
、
沖
永
良
部
島
な

ど
を
巡
回
し
て
い
る
。

与
論
島
な
ど
他
の
島
々
に
も
足
を

延
ば
し
、
様
々
な
西
洋
楽
器
を
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
に
加
え
る
構
想
も
あ
る
。

「
奄
美
の
唄
文
化
が
受
け
継
が
れ
て

い
く
力
に
な
り
た
い
」
。
十
月
二
十

日
に
は
東
京
で

「
奄
美
島
唄
と
パ
イ

プ
オ
ル
ガ
ン
の
出
会
い
十
周
年
記
念

コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
く
。

高
梨
　
忍

東京純心
女子大教授 酒井 多賀志さん
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川
村
学
園
女
子
大
教
授
で
、
奄
美

諸
島
の
民
俗
音
楽
研
究
者
で
も
あ
る

妻
の
正
子
さ
ん
（
５５
）
に
誘
わ
れ
、
初

め
て
奄
美
を
訪
れ
た
の
は
、
八
四
年

の
夏
だ

っ
た
。
そ
の
後
も
何
度
か
足

を
運
ぶ
う
ち
、
島
唄
の
存
在
が
次
第

に
大
き
く
な

っ
て
い
く
。

「
ひ
ょ
っ

も
ヽ

秋
に
は
東
京
と
埼
玉
に
招
き
、
パ
イ

プ
オ
ル
ガ
ン
と
の
初
の
音
合
わ
せ
に

臨
ん
だ
。

「
島
唄
を
包
む
オ
ル
ガ
ン
の
響
き

が
、
奄
美
の
島
の
緑
深
い
山
々
や
真

っ
青
な
海
に
感
じ
ら
れ
、
直
感
的
に

『
こ
れ
は
い
け
る
』
と
思

っ
た
」
。

共演10年 魅力を再発見サ
ン
テ
ー
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